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沖山 翔

自己紹介

アイリス 会社概要

社名
由来

"Art is long, life is short.“
（医術の道は長く、人生はかくも短い。）

医学の祖、ヒポクラテスは、このように言いました。熟練の技を
修めるのには時間がかかり、一人の人生では一つのスペシャリス
トにしかなることができない。 これが、医療のジレンマでした。
社名は、格言の頭文字から取って、
Aillis （Art Is Long, Life Is Short)、アイリスです。

会社
▪ 社名：アイリス株式会社
▪ 英文名：Aillis, Inc.

設立
その他

▪ 設立年月： 2017年11月
▪ 代表者： 沖山 翔
▪ 第一種医療機器製造販売業
▪ 医療機器製造業
▪ 医療機器修理業
▪ 高度管理医療機器等販売・貸与業

2010 東京大学医学部卒業

2010-15 初期研修、救命救急（日赤医療センター）

2013-14 ドクターヘリ添乗医

 離島医（石垣島、波照間島）

2015-17 沖ノ鳥島 船医（国土交通省事業）

 南鳥島 離島医（気象庁事業）

2017- アイリス株式会社創業 代表取締役

2018-20 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 外来研究員

 同研究所 AI技術コンソーシアム運営委員、

 同コンソーシアム医用画像ワーキンググループ長
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生成AI の研究

出典：厚生科学審議会 科学技術部会 令和７年度研究事業実施方針（厚生労働科学研究）（https://www.mhlw.go.jp/content/10600000/001264510.pdf）（2024年8月18日に利用）



4© 2024 Aillis, Inc. 2024.09.03  第4回 SaMD産学官連携フォーラム

咽頭内視鏡カメラの開発

データ収集臨床研究（特定臨床研究）、AIの開発

創業

治験（N = 672）

2017

2018

2019

2020

2021
医療機器製造販売の承認申請

2022
医療機器製造販売承認取得、上市

保険適用

5年の開発・検証期間を経て1stプロダクトであるnodoca® の開発に成功（2022年末）

薬事承認・保険適用を経て全国で実用化済

AI医療機器 nodoca の開発から上市まで
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のどの診察は、診療の最上流

診察

必要な検査が
あれば実施

採血

3つの診察から始まる：

検温、聴診、のど

来院 検査不要群

心電図

レントゲン

その他 高度検査 CT, MRI
胃カメラ
PET検査 etc.

• 「聴診器」に対する、「視診器」nodoca

* 出所：令和4年 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」
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全患者

個別の症状

“のどの診察” 全体での利用

“発熱” 症状への利用

“インフルエンザ” での利用
個別の
疾病

「のどの診察」の広がり
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咽頭への、生成AI技術適用研究

after：曇り除去・画像の高解像度化AI

（当社開発 Perceptual CycleGAN）

before：ピンぼけや、手ブレが強い

手書きの咽頭シェーマを元に、

呼応する 咽頭画像を生成（当社開発 Sketch2MedI）
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生成AIの医療用途

事前問診 患者向け
説明文の作成

薬剤飲合せ
の確認

禁忌薬剤
の確認

会議の
議事録取り

メール
の作成

先行研究
のまとめ

新規論文の
自動収集

鑑別診断
の列挙

治療候補
の列挙

献立の立案 医療記録から
のSOAP分離

アイディア
出し

履歴書添削 論文の要約 FAQ形式
での要約

電子カルテ
の記述補助

退院要約・
診断書の作成

在宅リハビリ
計画の作成

当直シフト
作成

図表の作成 関数・マクロ
の作成

文書の翻訳 英文校閲

診察・診療 パラメディカル領域 事務作業 情報収集・論文執筆
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JAMA Network Open：ChatGPTの性能評価 (2023.6)

ChatGPTの成績を評価

公衆衛生/健康管理の質問23点

いずれも科学的根拠に基づく

適切な回答が得られた割合は91%

これらだと適切な回答の割合は 5% に留まる

（同一質問セットを用いた先行研究）

Siri, Alexa, Google Home等と比較

Ayers JW, et al. Evaluating Artificial Intelligence Responses to Public Health Questions. JAMA Netw Open. 2023;6(6):e2317517-e2317517.
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JAMA Intern Med：ChatGPTと医師の比較評価 (2023.4)

いずれも ChatGPT が医師を上回る

回答の、正確性と共感力を評価

ChatGPTが有意に高品質（p < 0.001）

回答の質：78.5% vs 22.1%

ChatGPTが有意に共感的（p < 0.001）

ただしテキストのみでの共感性評価

回答の共感性：45.1% vs 4.6%

Ayers JW, et al. Comparing Physician and Artificial Intelligence Chatbot Responses to Patient Questions Posted to a Public Social Media Forum. JAMA Internal Medicine. 2023;183(6):589-596.
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AMA（米国医師会）：生成AIから患者を守る指針を発表 (2023.4)

「AIは医療に有用。ただし注意して運用すべし」

AMAは2018年にも指針

ガイドライン等の作成を準備

研究・啓蒙・患者保護を重要視

AMAは「拡張知能」（×人工知能）と呼称

AI = Augmented Intelligence

images cited on: Aug 18, 2024, from: AMA - https://www.ama-assn.org/practice-management/digital/educate-patients-about-misleading-ai-generated-medical-advice
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2024年4月29日、最先端をいく医療AI “Med-Gemini” が発表

Google Researchを始めとするGoogle関連会社4社からの共同論文。

いくつかのタスクにおいて、

①AIが医師を超え、②そして Med-Gemini が過去全てのAIを超えた (=SoTA) と報告

Saab K, et al. Capabilities of Gemini Models in Medicine. Published in arXiv.org 29 April 2024.
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スコア比較：人間 vs 生成AI

Saab K, et al. Capabilities of Gemini Models in Medicine. Published in arXiv.org 29 April 2024.

「医師 + インターネット検索」よりも、Med-Gemini の方が成績が高かった（右図、橙 vs 水色）
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生成AIは医療機器か？

医療機器であるか？

承認可能か？ 通常の医療機器

非医療機器・民生品

YES

NO

臨床で用いるには承認が必要 だが

申請されても承認は困難

（生成 AI はココ？）

YES

NO

• 生成AIを広く臨床で活用する道は、現行薬機法・医師法下ではない（海外でも、まだ無い）

• 研究用途での限定利用は、倫理委員会判断の下で可能だが、

「研究≠臨床」であり拡張可能性はない

Q. ある機器が…
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2024年7月12日 NEJM AI「臨床生成AIの規制」論文

生成AI技術の臨床応用規制に関する議論を喚起

生成AIは現行薬機法で取り扱えない

人間の医療専門家の規制をモデルとした、

具体的な規制アプローチを提案

新たな規制パラダイムの提案

政策立案者 / 研究者 / 臨床医 / 一般市民に

対しての問題提起と新しい視点を提示

生成AIの有効性と、安全性の両立

D Blumenthal and B Patel. The Regulation of Clinical Artificial Intelligence. https://ai.nejm.org/doi/10.1056/AIpc2400545
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論文著者の一人：Bakul Patel

• “SaMD” の概念及び用語の考案者

• IMDRF（国際医療機器規制当局フォーラム）、

SaMDワーキンググループ議長

• FDA PreCert プログラム

（デジタルヘルスソフトウェア事前認証プログラム）作成者

• 元 FDA チーフ・デジタルヘルス・オフィサー (CDHO)

• 現 Google Health グローバル デジタルヘルス戦略

＆規制担当シニア ディレクター

images cited on: Aug.. 18, 2024, from: Modern Healthcare - https://www.modernhealthcare.com/technology/google-hires-former-fda-digital-chief-bakul-patel
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結語

• 生成AIの性能についての課題よりも、生成AIを実社会で使う上での

残された課題の議論が進んでいる。

• 既存のフレームワークを運用する営みは、サイエンスの大切な役割。

同時に、新たなフレームワークを編み出して人類のフロンティアを広げることも、

サイエンス（科学）の重要な意義。

• Regulatory Science もまた、新たな技術の出現によってそのもたらす価値を、

何倍にもレバレッジでき得る “激流の時代” が到来した様相。

• SaMDフォーラムをハブとした、産官学の連携の場が広がり続けることへの期待と、

微力ながら我々アイリスもその共創に尽力して参りたいと思います。



日本から世界へ。

みんなで共創できる、
ひらかれた医療をつくる。
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